




























刻なものとなり、凶作に苦しみ農家の娘 身売りがさかんに行なわ 翌昭和七年（一九三二）不況とインフレ、失業、農村の疲弊などに苦しむ日本は、満州にかいらい国を建設した。五月、犬養首相が官邸において海軍将校らに射殺された（五・一五事件） 。





















成中学を出たのち、神田にあったドイツ語の夜学に通った。ドイツの哲学書を早くよみたいと思ったからである。やがておなじ聴講生の雑談 なかから、上智大学の存在を知り、九月編入試験をうけ入学した。が、のちに中途退学した。ついで大正十二年（一九二三） 、京大文学部哲学科の編入試験をうけた 外国語はドイツ語をえらび、ほ に漢文と専門科目（リッケルトの「自然 学と文化科 」の批評）をうけて合格した。田中は選科生として入学したのだが、当時 選科は、外来者にとって親切な制度であったという 一定の単位を っ 、簡単なテストをうければ、本科生 してくれたからである。
田中は後年、古典語（ギリシャ語）の専門家として一家をなすのであるが、ギリシャ語は上



























和期のマルクス主義哲学者、当時法大教授、のち獄死）から葉書が来 ので訪ねると、ギリシャ語の講師をや ないか、といわれ、昭和三年（一九二八）春から、法政大学文学部の非常勤講師となった。月給は二十五円。当時、月給百円が中流、小学校の先生や巡査の初任給は六十円ほどであった。そのころの私立大学は、教授でも講師でも 授業時間数によって給金を支払った
のちに田中は、哲学特殊研究・古代哲学史・ギリシャ文学などを教えるのだが、ギリシャ関係の授業がへ ときは、予科のドイツ語の時間を




































反感を買ったようである。ドイツ語の教育もまじめにやってないような印象をあたえた。使う教科書は、いつもきま いたし、あまり進まなかった。同じテキストを使えば、予習の必要がないからである。教科書の中には、わからな 単語がいくつかあるのだが、辞引をひかず忘れたまにしてある。思い出そうとはせず その箇所が近づくと、胸さわぎがする、といって同僚教師 ちを笑わせていた。
法政大学文学部というのは、東大や京大などの官学出身者が多く、私学出身者に対しては過小評価しか与えていないようであった。しかし、こ



















































































































ところが、その辞表はただちに使われた。理事 ちはそれを受けとるとすぐ四十七名を解任した。罷免 なった本多は狼狽し 。時間給の四時間は一時にふっとび、いつまたそれにめぐり会えるかわからない。クビになった者は、いくつか






















































































































































































教授の中には、二、三の大学を掛けもちしてこ口の資 得ようとす 者、就職運動に奔放 者、著述 したがったり、雑誌に寄稿の口をさが
す者などがいた。
解雇者の中には〝連判状〟の手前やむ えず学校の出頭通知に応じられなかった者がいたことを当局 知っていたから、復職を希望する は、






















































































































































































































平田禿木（一八七三～一九四三、随筆家・翻訳家、英文学者。一高をへて東京高師卒）吉武好孝（一九〇〇～一九八二、英文学者。東北帝大卒）十一谷義三郎 八九七 三七 小説家・東京帝大卒）田部重治（一八八四～一 二、山岳紀行文家・英文学者。東京帝大卒）
などである。平田は英文学関係の多くの名訳を残したほか、その余滴ともいうべきすぐれた随筆があり、別格の大家であった。
吉武は文体論と日本における翻訳文学の研究にしたがい 『翻訳 発達史』 （三省堂、












































































































































































































14…… 学校当局 三十六名の罷免を発 。
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